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１ 訓練の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

⑴ 目 的 

国民保護法に基づき、国、地方公共団体、その他関係機関及び地域住民等が一体とな

った共同の実動訓練を実施し、関係機関が行う対処の確認及び関係機関相互の連携強化

を図るとともに、国民の保護のための措置に対する国民の理解の促進を図る。 

 

⑵ 実施日時 

平成３１年１月１１日（金）１２：３０～１６：００ 

 

⑶ 想 定 

豊田スタジアムにおいて、観客席に仕掛けられた不審物が爆発し多数の死傷者が発生。

その後、観客席において２回目の爆発が発生。現場から逃走中の犯人グループは、検問

所付近で、発砲のうえさらに逃走。同じ頃、新たな不審物が豊田スタジアム内で発見。 

 
⑷ 訓練実施場所と主な訓練内容 

ア 豊田スタジアム 

（愛知県豊田市千石町７－２） 

・初動対処訓練 

・応急救護訓練 

・被災者搬送訓練 

・現地調整所運営訓練 

・合同対策協議会運営訓練 

 
 
 
 

イ 豊田市役所 

（愛知県豊田市西町３－60） 

・対策本部等運営訓練 

  

豊田スタジアム 

豊田市役所 



 

ウ トヨタ記念病院 

（愛知県豊田市平和町１－１） 

・被災者受入訓練（対策本部運営） 

・医療救護訓練 

 
 
 
 
 
 
エ 豊田厚生病院 

（愛知県豊田市浄水町伊保原500－１） 

・被災者受入訓練（対策本部運営） 

・医療救護訓練 

 

 

 

 

 

 

オ 豊田市民文化会館 
（愛知県豊田市小坂町12－100） 

・救援訓練（避難施設運営） 

・避難施設の供与 

・安否情報収集等 

・遺族等支援訓練 

 
 
 
 
カ 寺部小学校・寺部こども園 

（愛知県豊田市上野町１－173） 

・児童、園児の屋内退避訓練 

 
 
 
 
 
 

なお、それぞれの位置については、図１に示すとおりである。 

  

トヨタ記念病院 

豊田市民文化会館 

豊田厚生病院 

寺部小学校・寺部こども園 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 訓練実施場所 

  

豊田市民文化会館 

・救援訓練（避難施設運営） 

・避難施設の供与 

・安否情報収集等 

・遺族等支援訓練 

豊田スタジアム 

・初動対処訓練 

・応急救護訓練 

・被災者搬送訓練 

・現地調整所運営訓練 

・合同対策協議会運営訓練 

豊田厚生病院 

・被災者受入訓練 

・医療救護訓練 

トヨタ記念病院 

・被災者受入訓練 

・医療救護訓練 

豊田市役所 

・対策本部等運営訓練 

1km 

地図使用承認 C昭文社第 60G064 号 

5km 

地図使用承認 C昭文社第 60G064 号 

寺部小学校・寺部こども園 

・児童、園児の屋内退避訓練 

名古屋市 

豊田市 



 

⑸ 参加機関等 

ア 主催 

内閣官房、愛知県、豊田市 

イ 指定行政機関 

内閣府、警察庁、消防庁、厚生労働省、国土交通省、防衛省 

ウ 指定地方行政機関 

中部管区警察局 

エ 指定公共機関 

日本赤十字社 愛知県支部 

オ 指定地方公共機関 

公益社団法人愛知県バス協会 

カ 警察 

愛知県警察 

キ 消防 

名古屋市消防局、岡崎市消防本部、瀬戸市消防本部、西尾市消防本部、幸田町消防

本部、尾三消防本部、衣浦東部広域連合消防局、豊田市消防本部 

ク 自衛隊 

陸上自衛隊 第 10 師団、海上自衛隊 横須賀地方総監部、航空自衛隊 中部航空方面

隊司令部、航空救難団、第 1輸送航空隊、自衛隊愛知地方協力本部 

ケ 海上保安庁 

海上保安庁 第四管区海上保安本部 

コ 医療機関等 

トヨタ記念病院、豊田厚生病院、安城更生病院、岡崎市民病院、刈谷豊田総合病院、

名古屋第一赤十字病院、名古屋第二赤十字病院、藤田医科大学病院、愛知医科大学病

院、名古屋大学医学部附属病院、一般社団法人豊田加茂医師会 

サ その他関係機関等 

株式会社豊田スタジアム、公益財団法人ラグビーワールドカップ 2019 組織委員会愛

知・豊田地域支部、ラグビーワールドカップ 2019 愛知・豊田開催支援委員会、愛知

県消防学校、東海学園大学、東海医療工学専門学校、豊田市立益富中学校、豊田市立

寺部小学校、豊田市立寺部こども園、愛知工業大学、豊橋市、岡崎市、碧南市、刈谷

市、安城市、西尾市、知立市、高浜市、みよし市、幸田町、トヨタ自動車ヴェルブリ

ッツ 

 

  



 

⑹ 訓練評価 

下記体制により、外部有識者による評価を実施する（五十音順、敬称略）。 

 

＜委員長＞ 国立研究開発法人防災科学技術研究所 理事長  林   春 男 

＜委 員＞ 統合幕僚監部運用部運用第１課２等陸佐 遠 藤  晃 

＜委 員＞ NPO法人レスキューストックヤード 代表理事 栗 田 暢 之 

＜委 員＞ 岡崎市市民生活部 次長兼防災課長   桑 山 拓 也 

＜委 員＞ 千葉県救急医療センター外傷治療科 主任医長 嶋  村  文  彦 

＜委 員＞ 警察庁警備局警備課 課長補佐 鈴  木  章  夫 

＜委 員＞ 東京消防庁警防部 特殊災害課長 田  中  祐  輔 

＜委 員＞ 名古屋第一赤十字病院 救命救急センター長 花  木  芳  洋 

＜委 員＞ 日本医科大学医学部救急医学分野 教授 布  施    明 

  



 

⑺ 国民保護研修会 

国民保護について一層の理解を促進するとともに、今回の訓練の円滑な実施及び訓練

参加機関相互の認識の共通化、訓練効果の増大等を図ることを目的として、訓練実施前

の平成３０年１２月１４日（金）に愛知県豊田市（豊田市民文化会館）で国民保護研修

会を開催する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

２ 訓練の流れ（シナリオ） 
  



 

 
表１ 訓練全体の流れ 

時刻 発災現場等 医療機関等 県庁・市役所 政府 

12:30 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:00 

 

 

 

 

 

 

 

 

13:30 

 

 

 

 

 

 

 

14:00 

 

 

 

 

 

 

14:30 

 

 

 

 

 

 

15:00 

 

 

 

15:30 

 

 

 

16:00 

豊田スタジアム１階客席

スタンドにおいて、不審

物が爆発。多数負傷者が

発生 

 

簡易検知 

被災者の救出・救助 

応急救護所の設置 

 

 

豊田スタジアムで新たな

不審物が発見される 

現地調整所開設 

 

 

 

 

 

 

 

 

重傷者の救急搬送・ヘリ

搬送開始 

警察による不審物の処理

開始 

 

 

負傷者全員の救出完了 

 

 

 

 

 

 

国民保護等派遣部隊によ

る軽傷者等のバス搬送開

始 

 

 

 

 

 

 

 

 

負傷者全員の病院選定終

了 

 

訓練終了 

 

 

院内対策本部設置 

 

 

 

 

医療救護班が出場 

 

被災者受入準備開始 

 

 

被災者順次受入 

県災害対策本部設置 

市緊急事態連絡室設置 

（11:35 設置済み） 

 

 

現地調整所の設置を決定 

 

市緊急事態連絡室会議

の開催（仮想） 

自衛隊に災害派遣要請 

緊急消防援助隊の要請 

避難所の開設を決定 

 

 

 

 

 

 

県・市緊急対処事態対

策本部の設置 

第１回市緊急対処事態

対策本部員会議の開催 

 

 

 

避難住民警護用の部隊

の派遣要請 

第２回市緊急対処事態

対策本部員会議の開催 

現地対策本部長及び本

部員が県庁に到着 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会開催 

官邸対策室設置 

緊急参集チーム参集 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

国家安全保障会議 

臨時閣議 

第１回緊急対処事態対

策本部会議 

愛知県に現地対策本部

設置決定 

総理大臣会見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会開催 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 



 

 

 

 

 

 

 

３ 各実施場所における訓練内容等 
 
 

  



 

⑴ 豊田スタジアムにおける訓練（表２参照） 
ア 初動対処訓練 

・ 大会関係者等による情報収集、通報、避難誘導等の初動処置を実施する。 
・ 警戒区域、立ち入り禁止区域等の活動区域の設定を行う。 

・ 警察機動隊による簡易検知、爆発物の処理を実施する。 

・ 被災者の避難誘導、救出・救護を実施する。救出時、救助隊がターニケット

を用いた止血処理等を行う。 
・ 周辺広報、交通規制等を実施する。 

イ 応急救護訓練 
・ トリアージポストにおいて、救出された被災者の重傷度・緊急度判断を行い、

搬送トリアージを行う。 
・ 医療救護班として到着した医師や救急救命士などにより、応急救護所におい

て被災者に対する応急処置を行う。 
ウ 被災者搬送訓練 

・ 被災者（赤タグ及び黄タグ）を救急車により県内医療機関へ搬送する。 
・ 被災者（赤タグ）を各機関のヘリにより防災ステーションから県内医療機関

へ搬送する。 
・ 被災者（緑タグ）を国民保護等派遣として派遣された自衛隊の警護・誘導に

より一時的に避難施設へ搬送する。 
エ 現地調整所運営訓練 

・ 関係機関（愛知県、豊田市、警察、消防、自衛隊、医療機関、大会運営者、

施設管理者、その他）の活動調整を行うため、豊田市が統制する現地調整所を

設置・運営する。 
オ 合同対策協議会運営訓練 

・ （県庁内と想定して）政府、愛知県、豊田市及び関係各機関等による合同対

策協議会を開催し、今後の対応課題等について、協議・情報共有を行う。 
  



 

 
表２ 豊田スタジアムにおける訓練の流れ 

時刻 行動等 

12:30 

 

 

 

 

 

13:00 

 

 

 

 

 

 

13:30 

 

 

 

 

14:00 

 

 

 

 

14:30 

 

 

 

15:00 

 

 

 

15:30 

 

 

16:00 

 

豊田スタジアム１階客席スタンドにおいて、不審物が爆発 

施設管理者等による初動措置（通報、避難誘導等） 

消防、警察による対応開始（情報収集、応援要請、現場指揮本部設置等） 

機動隊による簡易検知開始 

応急救護所設営 

 

豊田スタジアム内で新たな不審物が発見 

現地調整所の設置 

 

医療救護班（先着隊）が現場に到着 

第 1 回現地調整会議 

 

 

重傷者の医療機関搬送先決定、ヘリ及び救急車で搬送開始 

自衛隊人命救助部隊活動開始 

 

警察による不審物の処理開始 

 

第 2 回現地調整会議 

 

負傷者を西イベント広場へ搬送完了 

豊田スタジアム内の不審物の処理完了 

自衛隊国民保護等派遣部隊が到着 

 

自衛隊国民保護等派遣部隊警護の下、避難施設へ軽傷者の避難開始 

 

 

第 3 回現地調整会議 

トリアージした全負傷者の搬送先病院選定完了 

 

 

合同対策協議会の開催 

 

 

訓練終了 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２ 豊田スタジアム等における活動図（全体図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ 豊田スタジアム活動図（爆発発生位置） 



 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４ 航空活動図 
  



 

【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＢＣの検知（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者の救助（Ｈ２７ 北海道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 重傷者のヘリ搬送（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現場での除染（Ｈ２５ 青森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 発災現場での活動（Ｈ２９ 千葉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

除染（Ｈ２６ 福岡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 現場での応急処置（Ｈ２４ 滋賀） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現地調整所（Ｈ２７ 北海道） 



 

【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会（Ｈ２７ 北海道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

合同対策協議会（Ｈ２９ 千葉） 

 
  



 

⑵ 豊田市役所における訓練（表３参照） 
対策本部等運営訓練 
・ 事案発生に伴う緊急対処事態対策本部等の立ち上げを行う。 
・ 関係機関への通報及び各種情報収集を行う。 
・ 現地調整所及び避難施設と連携した情報収集及び情報共有を行う。 
・ 緊急対処事態認定に係る Em－Net 受信後の対応を行う。 
・ 緊急対処事態対策本部員会議等を適宜開催する。 

 

 
表３ 豊田市役所における訓練の流れ 

時刻 行動等 

 
12:30 

 
 
 

13:00 
 
 
 

13:30 
 
 
 
 
 
 

14:00 
 
 

14:30 
 
 

15:00 
 
 

15:30 
 
 

16:00 
 

 
豊田スタジアム１階客席スタンドにおいて、不審物が爆発 
 
緊急事態連絡室会議の開催 
現地調整所の設置を決定 
 
避難所の開設を決定 
 
 
Em－Net 受信（対処方針、対策本部設置、警報、避難措置の指示等） 
市緊急対処事態対策本部の設置 
第 1 回緊急対処事態対策本部員会議の開催 
豊田スタジアム内滞留者の避難に関する調整 
 
警察から遺体安置所の設置依頼 
 
 
第 2 回緊急対処事態対策本部員会議の開催 
 
 
 
 
 
 
 
合同対策協議会の開催 
 
 
訓練終了 
 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 

  



 

⑶ 医療機関における訓練（表４参照） 
ア 被災者受入訓練 
・  多数の被災者に対応する医師及び医療スタッフの確保・配置、医療資器材等

の準備を行う。 

・  救急車またはヘリにより順次搬送される被災者及び自力で来院する被災者

の受け入れを行う。 

イ 医療救護訓練 
・ 収容された被災者に対し、医療処置を行う。 

 

 

表４ 医療機関における訓練の流れ 
時刻 行動等 

 

12:30 

 

 

 

 

13:00 

 

 

 

 

13:30 

 

 

 

 

14:00 

 

 

14:30 

 

 

15:00 

 

 

15:30 

 

 

16:00 

 

 

豊田スタジアム１階客席スタンドにおいて、不審物が爆発 

県より患者受入体制構築依頼受け 

院内対策本部を設置し、院内対策会議を開催 

医療救護班が所属病院から出場 

負傷者受入準備を開始 

 

自力来院者対応 

 

 

 

受入体制構築完了（ゲートコントロール含む） 

救急搬送された被災者（赤・黄タグ）順次到着、収容、医療処置を実施 

≪トヨタ記念病院、豊田厚生病院≫ 

その他県内医療機関に順次搬送、収容・医療処置を実施 

 

 

ヘリ搬送された被災者（赤タグ）順次到着、収容・医療処置を実施≪名

古屋大学医学部附属病院≫ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

訓練終了 

 

青字は仮想の動きで、実動による訓練は実施しない。 

  



 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図５ トヨタ記念病院における活動図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６ 豊田厚生病院における活動図 

ゲートコントロール 

自力来院患者対応場所 
（救命救急センター） 

救急車搬送口 



 

 【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受け入れ（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受け入れ（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受け入れ（Ｈ２９ 千葉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での医療処置（Ｈ２９ 千葉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での受け入れ（Ｈ２４ 山形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  応援隊の受け入れ（Ｈ２９ 千葉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院での医療処置（Ｈ２７ 北海道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

病院でのｹﾞｰﾄｺﾝﾄﾛｰﾙ（Ｈ２８ 京都） 



 

⑷ 豊田市民文化会館、寺部小学校・寺部こども園における訓練（表５参照） 
ア 救援訓練（避難施設運営訓練） 

・ 市対策本部等において、被災者を収容する避難施設を決定し、周知して運営

を行う。 
・ 被災者に対し医療救護活動を行う。 

・ 被災者の不安を軽減するために事案対応状況の情報提供及び健康相談を実施

する。 
・ 多言語支援を行い、日本語に不慣れな外国人を支援する。 
・ 被災者の安否情報を収集し、集約を行う。 
・ 被災者に対し物資の配布を行う。 

イ 遺族等支援訓練 
・ 死亡した被災者の遺族等の対応を行う。 

ウ 屋内退避訓練 

・ 寺部小学校の児童、寺部こども園の園児の屋内退避訓練を行う。 

(13:10～13:25) 

表５ 豊田市民文化会館における訓練の流れ 
時刻 行動等 

 
12:30 

 
 
 

13:00 
 
 
 

13:30 
 
 
 

14:00 
 
 
 

14:30 
 
 
 

15:00 
 
 
 
 
 

15:30 
 
 
 

16:00 

 
豊田スタジアム１階客席スタンドにおいて、不審物が爆発 
 
 
 
 
市緊急事態連絡室から避難施設開設指示 
 
市職員による避難施設開設 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
豊田スタジアムから避難開始 
警察が遺体安置所の豊田市民文化会館に到着 
避難者到着、避難者受け入れ開始 
豊田加茂医師会が避難者への医療救護活動を開始 
避難者への多言語支援開始 
警察が遺族への支援を開始 
 
避難者への救護活動・健康相談開始 
避難者へ事案対応状況の情報提供、物資の配布開始 
 
避難者の安否情報を市対策本部へ報告 
 
 
訓練終了 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図７ 豊田市民文化会館における避難施設運営訓練活動図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図８ 市民文化会館における遺族等支援訓練配置図  



 

【参考】訓練イメージ（これまでに実施された訓練の記録写真） 

 

 

 

 

 

 

 

 

被災者からの情報収集（Ｈ２９ 千葉） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難した被災者（Ｈ２５ 青森） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難施設での医療救護（Ｈ２６ 福岡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難施設での医療救護（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

安否情報の収集（Ｈ２７ 北海道） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

炊き出し（Ｈ２４ 山形） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難施設での外国人対応（Ｈ２８ 京都） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

遺族支援（Ｈ２９ 千葉） 
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